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傍らに寄り添って

《み手のなかで》

　杣 取 幸 子

　
私
は
葛
飾
学
園
で
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
指
導
員

を
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
子
ど
も
を
育
む
仕

事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
下
校
後

か
ら
19
時
ま
で
児
童
を
預
か
り

見
守
り
ま
す
。

　
今
年
出
会
っ
た
子
ど
も
に
、

と
て
も
気
に
な
る
女
の
子
が
い

ま
し
た
。
そ
の
子
は
全
く
学
童

保
育
に
馴
染
ま
ず
来
所
し
て
は

泣
い
て
ば
か
り
で
す
。
「
先
生

…
悲
し
く
な
る
」
と
い
っ
て
は

い
つ
も
泣
い
て
い
ま
し
た
。
取

り
つ
く
島
が
な
く
私
は
た
だ
膝

の
上
に
抱
い
た
り
、
手
を
繋
い

だ
り
す
る
こ
と
、
背
中
を
さ
す
っ
た
り
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
で
も
母
親
に
泣
き
す
が

っ
て
「
学
校
も
学
童
も
行
き
た
く
な
い
」
と
訴

え
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
半
年
も
の
間

仕
事
と
子
育
て
の
間
で
葛
藤
し
、
お
母
さ
ん
も

悩
み
つ
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
先
日
、

「
今
は
こ
の
子
の
そ
ば
に
い
て
あ
げ
た
い
と
思

い
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

手
紙
に
「
短
い
間
で
し
た
が
娘
を
支

え
、
母
親
の
私
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
お
母
さ

ん
の
決
断
は
子
ど
も
の
叫
び
に
応
え
た

も
の
で
し
ょ
う
。

　
私
は
手
の
か
か
る
面
倒
と
感
じ
る
子

ど
も
ほ
ど
、
実
は
助
け
を
求
め
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
す
。
イ
エ
ス
様
は
病
気

の
人
や
悲
し
む
人
の
傍
ら
に
佇
ま
れ
ま

し
た
。
私
も
そ
の
様
な
者
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
神
様
が
こ
の
親
子
に
豊

か
な
慈
し
み
を
注
が
れ
ま
す
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
行
け
ま
す
よ
う
に
祈

り
ま
す
。 

 

　
　 

（
葛
飾
学
園
児
童
指
導
員
）
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２０（日）降臨節前主日
主教巡回　目白聖公会
外濠Ｇ教会協議会
アドベント前の光の礼
拝・震災記念聖餐式
モニカ会幹事会

２１（月）人権委員会
ハラスメント防止委員会

２２（火）銀座朝祷会
２３(水・休）第117(定期)教区会
２４（木）第８回委員長連絡会
２５（金）東関東協議会
２７（日）降臨節第１主日

主教巡回　
聖パトリック教会
城南Ｇ教会協議会
下町Ｇ教会協議会
多摩Ｇ教会協議会
環状Ｇ教会協議会

２８（月）～３０(水)まで
祈りと学びの集い：パ
レスチナの平和を願って

１２月
　３（土）カパティランクリスマスＰ

正義と平和協議会:講演会
・協議会・運営委員会

今 週・来週 の 予定

１１月２０日～１２月３日

◇
11
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
人
権
活
動
を
支
え
る
主
日
（
11
月

最
終
主
日
11
・
27
）
▽
笹
島
キ
リ
ス

ト
教
連
絡
会
の
た
め
▽
諸
聖
徒
幼
稚

園
の
た
め
▽
障
害
者
週
間
の
た
め

（
13
日
〜
19
日
）

　
▽
こ
ど
も
の
聖
歌
創
作
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
第
３
回
　
①
新
た
な
創
作
品

を
持
ち
寄
ろ
う
②
み
が
き
を
か
け
て

仕
上
げ
よ
う
。
26
日
（
土
）
14
時
、

聖
十
字
教
会(

東
急
世
田
谷
線
「
松
蔭

神
社
前
」
下
車)

。
無
料
。
照
会
＝
教

区
事
務
所
・
宣
教
主
事
。

　
▽
立
教
女
学
院
降
臨
節
第
一
主
日

唱
詠
晩
祷
　
27
日
（
日
）
16
時
、
同

院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
礼
拝
堂
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
＝
佐
々
木
道
人
司
祭
。
Or
・

指
揮
＝
岩
崎
真
実
子
、
奉
唱
＝
同
礼

拝
堂
聖
歌
隊
ほ
か
。
照
会
℡
03(

５
３

７
０)

３
０
３
８
・
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
（
月
火
木
金
）
。

　
▽ 

一
羊
会
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
医
師

大
石
誠
之
助
さ
ん
を
記
憶
し
、
公
正

な
裁
判
を
求
め
る
祈
り
の
会
　
26
日

(

土)

14
時
、
日
本
基
督
教
団
信
濃
町

教
会
。
資
料
代
千
円
。
照
会
℡
０
４

２
（
３
９
３
）
２
２
５
６
・
森
田
。

◆
と
こ
し
え
の
平
安
　
　

10
月
12
日
　
内
田
　
研
介
（
70
）

聖
三
一

10
月
14
日
　
寺
村
　
治
子
（
96
）

聖
三
一

10
月
30
日
　
篠
田
和
喜
子
（
88
）

聖
パ
ウ
ロ

11
月
９
日
　
梅
村
　
睦
子
（
91
）

小
金
井

◇
第
１
１
７
（
定
期
）
教
区
会
は
公

示
の
と
お
り
23
日
（
水
・
休
）
主
教

座
聖
堂
及
び
聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告(

11
月
９
日)

＊
宣
教
主
事
・
各
委
員
会
・
教
会
グ

ル
ー
プ
等
報
告
。

＊
「
こ
ど
も
の
聖
歌
創
作
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
第
２
回
の
報
告
。
第
３
回

は
11
月
26
日
聖
十
字
教
会
（
詳
細
は

４
面
に)

。
作
成
さ
れ
た
聖
歌
は
各
教

会
へ
配
布
し
試
用
し
て
も
ら
う
。

＊
冊
子
『
裸
足
の
宣
教
』
点
字
版
作

成
に
つ
い
て
報
告
と
協
議
。

＊
11
月
19
日
に
開
催
す
る
「
裸
足
の

宣
教
」
の
学
び
（
講
師
＝
ブ
ラ
ザ
ー

ギ
ラ
ン
、
会
場
＝
聖
十
字
教
会
）
に

つ
い
て
役
割
分
担
と
準
備
。
　

＊
12
年
度
信
施
奉
献
先
・
代
祷
表
の

確
定
。

＊
そ
の
他

　
▽ 

正
義
と
平
和
協
議
会
緊
急
講
演

会
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
救
援
活
動
を

通
し
て
福
島
を
考
え
る
」
　
講
師
＝

池
田
光
司(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
救
援
・
中
部
　
運
営
委

員)

。
12
月
３
日
（
土
）
14
時
か
ら

16
時
、
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
。
引

き
続
き
協
議
会
開
催
。
無
料
、
参
加

歓
迎
。
照
会
＝
教
区
事
務
所
。
　

　
▽ 

み
ん
な
で
つ
く
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
　
外
濠

グ
ル
ー
プ
・
「
障
が
い
者
」
関
連
活

動
委
員
会
共
催
。
12
月
10
日
（
土
）

13
時
か
ら
16
時
、
目
白
聖
公
会
。

「
互
い
に
あ
ら
ゆ
る
違
い
を
乗
り
越

え
て
、
全
員
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
造
り

あ
げ
る
」
趣
旨
で
11
回
目
。
参
加
費

５
百
円
。
申
込
期
限
＝
12
月
３
日
。

申
込
＆
照
会
℡
03
（
３
９
５
１
）
５

０
１
０
・
会
場
教
会
。

　
▽
聖
パ
ウ
ロ
教
会
創
立
１
３
５
周

年
記
念
『
歌
に
よ
る(

メ
サ
イ
ア
抜

粋)

降
臨
節
前
夕
の
礼
拝
』
　
11
月
26

日(

土)

15
時
、
指
揮
＝
ス
コ
ッ
ト
・
シ

ョ
ウ
、
奉
唱
＝
聖
パ
ウ
ロ
教
会
聖
歌
隊

と
仲
間
た
ち(

オ
ケ
付)

。
照
会
℡
03

(

３
７
１
０)

６
０
３
１
・
同
教
会
。

　
▽
山
手
教
会
グ
ル
ー
プ
降
臨
節
前
夕

《
光
の
礼
拝
》
　
26
日
（
土
）
18
時
、

聖
三
一
教
会
礼
拝
堂
。
説
教
＝
前
田
良

彦
司
祭
。
奉
献
先
＝
き
ぼ
う
の
い
え
。

　
▽
環
状
教
会
グ
ル
ー
プ
東
日
本
大
震

災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
・
坪
川
真
理
子
・
斉
藤
和
志
ギ
タ

ー
＆
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
。
26
日

（
土
）
13
時
、
前
売
り
二
千
円
。
会

場
・
照
会
先
＝
阿
佐
ヶ
谷
聖
ペ
テ
ロ
教

会
℡
03
（
３
３
３
８
）
４
１
４
５
。

　
▽
夕
の
黙
想
会
　
30
日
（
水
）
19

時
〜
21
時
。
指
導
＝
広
谷
和
文
司
祭

（
聖
公
会
神
学
院
校
長
）
、
称
名
念
祷

「
南
無
ア
ッ
バ
」
に
よ
る
黙
想
。
池
袋

聖
公
会
。
入
場
無
料
（
会
場
献
金
）
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
101

 
 

　
「
い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！
」

　
　
〜
仙
台
オ
フ
ィ
ス
の
日
々
〜

　
私
は
活
動
や
ス
タ
ッ
フ
を
支
え
る

総
務
担
当
と
し
て
６
月
か
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
紙
面

の
許
す
範
囲
で
、
ス
タ
ッ
フ
生
活
や

思
い
の
一
端
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
事
務
所
は
市
内
、
仙
台
基
督
教
会

向
か
い
に
あ
り
、
本
部
長
・
東
北
教

区
加
藤
主
教
の
も
と
聖
職
３
名
、
５

教
区
７
名
の
信
徒
が
常
勤
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
の
中
核
を
担
い
ま
す
。

一
日
は
、
仙
台
在
住
の
信
徒
や
各
教

区
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加
わ
り

掃
除
と
９
時
の
お
祈
り
で
始
ま
り
予

定
を
確
認
し
て
活
動
に
入
り
ま
す
。

被
災
地
域
は
広
く
片
道
２
時
間
の
行

程
は
ザ
ラ
で
、
各
教
区
提
供
の
車
な

ど
10
台
が
活
躍
し
ま
す
。
夕
刻
に
戻

り
報
告
な
ど
の
作
業
後
、
概
ね
20
時

前
に
終
業
し
ま
す
。
土
日
は
閉
所
日

で
す
が
、
実
際
に
は
定
例
活
動
や
行

事
に
出
か
け
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
事

務
所
か
ら
約
４
km
、
車
で
15
分
圏
に

あ
る
「
ナ
ザ
レ
の
家
」
や
近
隣
の
ア

パ
ー
ト
に
住
み
ま
す
。
殆
ど
の
時
間

を
共
に
過
ご
す
こ
と
か
ら
、
合
宿
の

よ
う
な
生
活
感
が
漂
い
ま
す
。

　
広
範
激
甚
な
自
然
災
害
、
今
も
続

く
科
学
災
害
を
前
に
、
私
達
の
力
は

あ
ま
り
に
小
さ
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
方
と
の

出
会
い
を
通
し
て
「
い
っ
し
ょ
に
歩

く
」
こ
と
の
意
味
、
大
切
さ
、
難
し

さ
を
感
じ
ま
す
。
今
夏
、
日
本
各
地

か
ら
来
仙
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
異
口

同
音
に
言
わ
れ
た
の
は
、
東
北
か
ら

離
れ
た
地
で
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

目
に
し
耳
に
し
て
い
て
も
、
い
か
に

本
当
の
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
時
は
更
に
進
み
、
被
災
者
・
地
域

の
状
況
は
個
々
様
々
に
変
化
し
混
沌

と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
地
で

活
動
の
当
事
者
で
あ
る
私
た
ち
は
、

何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
の

か
、
そ
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
方
を

活
動
の
輪
の
中
へ
入
れ
て
い
く
に
は

ど
う
働
き
か
け
た
ら
よ
い
の
か
、
課

題
を
突
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、

息
の
長
い
取
組
み
を
想
う
時
、
被
災

困
窮
さ
れ
て
い
る
方
々
と
「
い
っ
し

ょ
に
」
、
日
本
中
の
支
え
て
下
さ
る

方
々
と
「
い
っ
し
ょ
に
」
、
を
実
践

で
き
る
よ
う
更
に
努
力
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
気

持
ち
を
丁
寧
に
繋
げ
て
歩
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　

　 
 

　
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
　
松 

村
　
豊

　

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


